
下水熱利用施設の調査報告

① 大阪市・下水道科学館

② 堺市・ショッピングセンター

③ まとめ

参考資料

◆設備の概要
熱回収側 下水管路 管径900mm

熱回収管路 管径810mm
管路延長 82m

熱利用側 用途 空調用
対象面積 512㎡
ヒートポンプ能力

暖房216kw 冷房180kw

海老江下水処理場

大阪市
下水道科学館

◆管路内設置方式の構成イメージ

水熱源ヒートポンプ

（注）本設備は、管路内設置型熱回収技術を用いた下
水熱利用に関する実証実験※を行う目的で設置したも
の
※国土交通省・下水道革新的技術実証事業（Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト）、平成２４年度

冷温水配管 室内機

熱輸送管

淀川

下水管・熱回収管

（熱回収管路）

下水道科学館

下水熱利用設備の事例調査 ①大阪市下水道科学館

熱回収管路（82ｍ）
海老江下水処理場内に管路設置

熱利用（空調用HP熱源）
下水道科学館

熱輸送管（80m）

（拡大図）

阪神電鉄
淀川駅

（配置図）
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項目 概要

熱回収方
式

管路内設置型・らせん方式

運用期間 約４年（H25.2～）

稼働時間 冷房 ４か月（5/20～9/22）
暖房 ４か月（11/20～3/31）
※休館日（月曜）を除く
運転時間 8:30～17:00

負荷状況 運転時の負荷率 85％以上
（冷房、暖房）

維持管理 採熱部 稼働１年後に清掃
熱源部 定期点検年１回

（空気熱源と同じ）

費用対効
果

・実証実験施設のため下水熱
利用部分のみの算出は困難
（補助金1/2あり）

・同規模施設における試算では、
空気熱源方式と比較した場合の回
収年は10～15年

その他 不具合等は発生していない

清掃前後の管路内状況

約１年使用後 清掃後

下水熱利用設備の事例調査 ①大阪市下水道科学館

（注）

写真は、国土交通省下水熱利用推進協議会配付資料、Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト関
係報告書及び資料、大阪市下水道科学館ホームページから抜粋

下水熱利用設備の事例調査 ②堺市・ショピングセンター

◆特徴
下水処理水の複合利用
①給湯熱源として温熱を利用した後に、空調
熱源として冷温熱を利用（カスケード利用）

②熱利用後の下水処理水をトイレ洗浄水や
せせらぎの水源として活用

◆ショッピングセンター内設備の概要
熱利用 外気予熱（外調機）

給湯（ヒートポンプ+貯湯槽）
空調（ブラインチラー+蓄熱槽）

水源用 膜処理装置

◆熱源・水源複合利用のイメージ

外気予熱 給湯利用 空調利用
水の

再生利用

堺市
三宝

下水処理場

内川緑地の
せせらぎ
（敷地外）

ショッピングセンター内施設

下水処理水 下水処理水

大和川

下水処理水

南海電鉄
七道駅

ショッピングセンター

（配置図）

せせらぎ
（敷地外）
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項目 概要

熱回収方
式

下水処理水活用方式

運用期間 11か月（H28.3～）

稼働時間 空調・給湯 通年
運転時間 空調・給湯ともに

夜間の蓄熱運転

負荷状況 運転時の負荷率 ほぼ100％

維持管理 下水処理水配管のストレーナ、
熱交換器、ブースターポンプの
メンテナンス必要
（空気熱源の場合の冷却塔、冷却
水配管等のメンテナンスとの比較
では安価となる見込み）

費用対効
果

※

下水熱利用部分のみの算出は
困難（補助金1/2あり）

その他 下水処理水を熱源及び水源と
して複合利用する計画

下水熱利用施設の紹介パネル

敷地内の→
せせらぎ

←下水処理水責任
分界点
（青配管まで下水道側
施設）

下水熱利用設備の事例調査 ②堺市・ショピングセンター

下水熱利用設備の事例調査 ③まとめ

項目 新国立競技場における計画 考察・留意点

稼働時間 年間 約5,500時間 稼働時間は調査施設の事例より長くなる見込み

負荷状況 年間 約800Mwh（建物全体の３６％）
冷房の負荷率 約70％
暖房の負荷率 約80％

熱総出力は冷房、暖房ともに新国立競技場計画では
全体に占める割合が大きいが、負荷率では調査事例
よりも小さい。

維持管理 年間 約200万円
（熱源機器、循環ポンプ類の電気料金
及び点検費用）

・熱源能力あたり電気料金では割高となるが、稼働時
間が長い影響と考えられる。

・点検費用には大きな差が無い。（採熱管の清掃費は
含んでいない）

設置費用 約1.5億円（現時点） 調査事例とは採熱方式や施設の規模が違い単純には
比較できない。熱輸送管路が長いことの影響も大きい。

費用対効果 15年程度では投資回収が困難（現時
点）

補助金による費用負担がないため、新国立競技場で
は投資回収年への影響が大きい。

◆まとめ（新国立競技場における留意点）

◆想定されるリスク等

種類 リスク等の内容

性能・維持管理 ・採熱管に想定以上の汚れ等があり性能が発揮できないリスク
・汚れの除去、損傷による補修等の追加費用が必要となるリスク
・下水道機能に影響がないよう、適切な維持管理の義務を負うこととなる

許認可等 下水道施設の管理者でない者が採熱設備等を下水管路内に設置し、運用している事例が
少ないため、下水熱利用に際して取得すべき許認可（使用許可、維持管理協定、占有料
等）及び行政との合意形成に時間を要するリスク

資料５

8



資料５

9



資料５

10



資料５

11



資料５

12



資料５

13



資料５

14



下
水
再
生
水
の
具
体
的
な
活
用
方
法
（
イメ
ー
ジ
図
）

 

内
川
緑
地
内

 
せ
せ
らぎ
水
路

 

■
全
国
初
■

 
同
一
施
設
で
の

 
温
熱
・冷
熱
の
利
用

 

■
全
国
初
■

 
熱
源
と水

源
の
複
合
利
用

 

内
 川

 

イオ
ン
モ
ー
ル
堺
鉄
砲
町

 

【凡
例
】 
再
生
水
の
流
れ

 
  

  
  
熱
源
利
用

 
  

  
  
水
源
利
用

 

熱
源
利
用

(温
熱

) 

給
湯
利
用

 

熱
源
利
用

(冷
熱

) 

空
調
利
用

 

フー
ドコ
ー
ト等

 

館
内
空
調

(冷
房

) 

熱
交
換
器

 

原
水
槽

 

膜
処
理
シ
ス
テ
ム

 

氷
蓄
熱
槽

 

貯
湯
槽

 

熱
源
利
用

(温
熱

) 
熱
交
換
器

 

熱
交
換
器

 

外
気
予
熱

 
取
り入

れ
た
空
気
の

 
暖
房
用
とし
て
利
用

 

外
調
機

 
冬
期

 

通
期

 

夏
期

 

水
源
利
用

 

堺
市

 
三
宝
下
水
処
理
場

 

トイ
レ

 
洗
浄
水

 

憩
い
の
場

 
せ
せ
らぎ

 

憩
い
の
場
の
せ
せ
らぎ

 

水 の 循 環 の 創 出 

内
川
緑
地
の
せ
せ
らぎ

 
内

 川
 

別
紙
１

 
資料５

15



 位
 置

 図
  

三
宝
下
水
処
理
場

 

七
道
駅

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
堺
鉄
砲
町

 

2
9
 

1
5
 

4
 

2
6
 

2
6
 

別
紙
２

 
資料５

16


	資料
	別紙１
	スライド番号 1

	別紙２
	スライド番号 1





